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１ 研究開発イメージ図 
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２ 岩見沢市内新設校「i スクール」プラン 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「ｉスクールプラン」とは、岩見沢新設校のコンセプトとして、岩見沢(iwamizawa)の頭文字「i」

を用いて、３つのキーワードで３年間の学びを表現したものです。図の中に掲載してある各種行事等

の写真は、現在の学校で行われているものとなりますが、これらの行事等を更に高めていくことを目

標としています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



                        - 3 - 

３ 岩見沢市内新設校普通科学際領域学科の周知 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   本校は、岩見沢東高校と岩見沢西高校が再編整備となり、令和７年度に普通科新学科（学際領域に

関する学科）２学級、普通科４学級の新設校となります。本校が所在する南空知学区には、学際領域

に関する学科がないため、新たな学科について、中学生や保護者等への理解の浸透に課題がありま

す。 

そのため、「普通科新学科とこれまでの普通科は何が違うの？」、「普通科新学科で行う学びの特徴

は何？」といった疑問に答えるため、中学校訪問や本校の学校説明会等において上記リーフレットを

活用し、普通科新学科で行う探究的な学びや、高等教育機関や研究機関、企業等とコンソーシアムを

構築し、連携した学びの内容について、説明しています。 
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４ ロジックモデル 
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５ コンソーシアム概略図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   本校のコンソーシアム「ｉコンソーシアム」は、メンバーを「コンソーシアムサポーター」と「コ

ラボレーター」に分けて、生徒の探究的な学びを支援しています。 

「コンソーシアムサポーター」とは、コンソーシアム会議に出席し、本校の探究的な学びの企画や

運営に協力し、探究的な学びについて助言等をするメンバーです。 

「コラボレーター」は、生徒が設定した探究テーマに基づき設定した問いを追究する際に、生徒の

学びに伴走し、支えるメンバーとなっており、主に地域の民間企業等によって構成されています。 

設置要領については、「６ コンソーシアム設置要領」に記載しています。 
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６ コンソーシアム設置要領 

北海道岩見沢東高等学校 

「新時代に対応した高等学校改革支援事業（普通科改革支援事業）」に係る 

コンソーシアム設置要綱 

（目的） 

第 1 条 

現代的な諸課題のうち、SDGs の実現や Society5.0 の到来に伴う諸課題に対応するため、学際的・複合

的な学問分野や新たな学問領域に則した最先端の特色・魅力ある学びに重点おく本事業の目標達成のた

め、様々な教育資源を活用する学習機会の充実を図り、生徒の主体的に学ぶ意欲や興味・関心、さらには

進路希望の実現に向けた学習ニーズに対応し、豊かな教養や専門的な知識や技能等を育成する教育課程

の充実に加え、生徒の探究活動の発展、深化を目指し、本校と大学、研究機関、事業所等の地域社会との

持続的で効果的な連携・協働体制を維持するコンソーシアムを構築する。 

（名称） 

第２条 本コンソーシアムの名称を「ｉスクールコンソーシアム」（仮称）とする。 

（事業） 

第３条 本コンソーシアムは、前条の目的を達成するため、次の事業を行う。 

(1) 本事業推進に係る情報交換、意見交換 

(2) 本事業実施上の連携方策についての協議、検討 

(3) 探究的な学習の授業・行事等への支援 

(4) その他、コンソーシアムの目的達成に資する事業 

（組織） 

第４条 本コンソーシアムは次の構成員で組織する。 

(1) 本校教職員 

校長、教育コーディネーター並びに本事業に関わる教職員 

(2) 外部構成員 

大学、自治体、企業（事業所）、関連団体等 

ただし、外部構成員は生徒の探究領域等に柔軟に対応するために、必要に応じて拡充を図るものとす

る。 

第４条の２ 各構成員の登録任期は令和６年４月１日から令和８年３月 31 日までとする。 

第４条の３ 各構成員はコンソーシアム登録承諾書の提出をもって本コンソーシアムに登録される。 

２ 登録を取り消そうとする場合は、校長宛に書面をもってその旨を届け出る。 

（会議） 

第５条 本コンソーシアムは次のとおり会議を開催するものとする。 

(1) 目 的 本校教育活動の現状及び課題の共有を図り、更なる充実・発展に向けた 

指導・助言の場として開催することを目的とする。また、毎年度毎に教育 

活動の評価を行うこととする。 

(2) 出席者 本校教職員及び構成員とする。 

(3) 開 催 年２回開催を原則とする。 
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（事務局） 

第６条 本コンソーシアム事務局を北海道岩見沢東高等学校に置く。事務局は次により校 

正する。 

(1) 事務局長（教頭） 

(2) 岩見沢東高等学校教育コーディネーター 

(4) 会計（事務長） 

２ 事務局は、コンソーシアムの目的達成のため、次の業務を行う。 

(1) コンソーシアムの庶務に関すること。 

(2) コンソーシアム会議に関すること。 

(3) 生徒の探究的な学習に関すること。 

（会計） 

第６条の２ 本コンソーシアムの運営に係る経費は「新時代に対応した高等学校改革支援 

事業（普通科改革支援事業）」予算からから支出する。会計業務は事務局が行う。 

（その他） 

第７条 本要綱の改訂は第４条の会議で行う。 

（補足） 

３ 各構成員の業務 

(1) 本校教職員・教育コーディネーター 

ア コンソーシアムの構築、運営及び会議の開催等係る業務 

イ 生徒の探究的な学習の企画及び運営に係る業務 

ウ 生徒の探究活動に係る登録メンバーと生徒のマッチングに係る業務 

(2) 外部構成員 

ア コンソーシアム会議等に参加し、学校の教育活動に対し助言する業務 

イ 探究活動成果発表会に出席し、生徒の活動へ助言を行う業務 

ウ 探究的な学習に係る出前講義等の学習支援 

（生徒の進路活動を支援する学校行事等への参加を含む） 

エ 施設見学等の生徒の体験的学習を支援する業務 

オ 「総合的な探究の時間」に係る生徒の活動への一時的（または継続的）な指導及 

び助言する業務（オンラインでの実施を含む） 

カ メンバーが支援可能な学習活動に係る情報提供に係る業務 

キ 必要に応じ、探究活動成果発表会での生徒の活動へ指導・助言を行う業務。 

(注) 各メンバーの業務については、メンバーの特性に応じて事務局から依頼するも 

のであり、全ての業務を依頼するものではない。 
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我が国や国際社会の問題や課題を発見・解決し、新たな価値を創造できる生徒の育成 

「GANTO BASIS」

地域（空知・北海道）を知る

「GANTO PROGRESS」

地域（空知・北海道）に飛び出す

「GANTO PRIDE」

日本・世界に飛び出す

７ 岩見沢東高校「総合的な探究の時間」総合計画 

「潜在能力（Capability ケイパビリティ）を掘り起こす」プログラム～井の中の蛙、大海に飛びだそう!! 

○ プログラムの概要とねらい 

   北海道岩見沢東高等学校（以下、GANTO）の生徒の、心のエンジン駆動に必要なリソースは、「総合的

な探究の時間」を軸とした教育活動により充填される「自信」である。北海道、特に本校が位置する空知

地域における GANTO への期待は、スクールミッションでもある「我が国や国際社会の問題や課題を発

見・解決し、新たな価値を創造できる生徒の育成」である。本プログラムは、“井の中の蛙”的な生徒に「潜

在能力（Capability ケイパビリティ）を掘り起こす」ことで「自信」を持たせることをねらいとした「総

合的な探究の時間」を軸にした教育プログラムである。 

 ○プログラムの流れと内容 

 

1 年次                2 年次            3 年次  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「掘り起こす潜在能力」 

 

 

 

 

 

 

地域で活躍している人材や、地域の外

部機関からの知見の提供を得たり、地

域（空知・北海道）理解のためのフィー

ルドワークを行ったりする活動を通じ

て、2年次に行う「GANTOゼミ」につ

ながる自らの興味関心に基づいた探

究課題を設定するために必要な情報を

収集し、整理・分析する。 

地域(空知・北海道)や事業所が意識し

ている課題を、地域住民である高校生

としての目線で地域の事業所と協働

し、設定する。さらに、その課題解決に

向けての検討を、グループで行うとと

もに、検討結果を事業所や地域への提

言という形でアウトプットする。加えて

その成果を報告する。 

2 年次に行った「GANTO ゼミ」での

知見および地域(空知・北海道)を飛び

出し幅広い他者との関わりにおいて

得られた知見を踏まえ、自己のあり方

生き方を考えることを通し自らの進路

に直結した探究課題を設定し、個人に

よる調査・研究・発表を、文献および質

的・量的調査に基づき行う。 

・「産炭地域」「ウポポイ」「先端農業

に関わる」フィールドワーク、地域

との連携 

・JA 岩見沢・市内および隣接地域

の専門家との連携 

・探究研修（国内） 

・ 地 域 の 事 業 所 と 連 携 し た

「GANTOゼミⅠ～Ⅳ」の実施 

・岩見沢市役所・空知教育局・地域

各事業所・GANTO ゼミ実施連

携協議会・大学教員との連携 

・探究研修（国外） 

・ 生 徒自らの進路に直結した

「GANTO PRIDREⅠ・Ⅱ」の実

施 

・コンソーシアムや岩東同窓会「大地

会」大学教員との連携 

１． 高い志をもって主体的に課題を発見、設定し創造的に思

考・表現して解決を図っていく力 

２． 価値観の異なる他者とも積極的にコミュニケーションを

図り、中心となって協働を進める力 

３． 心身のしなやかさとたくましさをもとに自らを律し、多

様な文化を理解しながら社会に貢献しようとする意欲 

〇「総合的な探究の時間」に関わる評価 

・ポートフォリオによる自己評価 

・GANTOゼミⅢ（報告）・Ⅳ（発表）に対

する他者評価 

・卒業後の活躍における追跡調査 

・地域有識者によるカリキュラム評価 

充填される自信 

井の中の蛙、 

大海に飛び出せ!! 
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8 「GANTO BASIS」「GANTO PROGRESS」「GANTO PRAIDE」年間計画 
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９ GANTO ゼミ 

令和５年度(2023 年度)「GANTO ゼミ」 
(ゼミの概要) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   「GANTO ゼミ」とは、総合的な探究の時間で行っている、一連の探究的な学習のことを指して

います。１学年での探究的な学びの基礎を踏まえ、２学年では各自で地域の探究課題を設定し、設定

した探究課題に関連する岩見沢市内の各事業所を訪問・情報収集を行い、探究課題の解決に向けて調

査・研究を行います。本図は 2 学年の取組の概要です。 

   調査・研究した内容は、各事業所で発表し、その後、校内で全体発表会を行っています。本取組を

通じて、生徒は地域の課題を発見するとともに、その解決に向けて仮説を立てて検証する、といった

探究のサイクルを学んでいます。 

   次のページからは、「GANTO ゼミ」で生徒が探究する際に使用しているワークシート等のテンプ

レートを掲載します。 

GANTO ゼミⅠ 

【６月 15日(木) 9:00～12:00】 

 

探究課題の設定 ～生徒が事業所を訪問して地域の課題を設定します。 
◆事業所の方々にインタビューをして、本校生徒が探究課題の原案を修正するヒントをいただきます。経験及び知見にもとづいた

助言をしていただき、課題について解決までのプロセスで必要なことを話題にして頂ければと思います。 

GANTO ゼミⅡ 

探究課題の調査・研究 ～校内で、生徒がグループごとに調査・研究を進めます。～ 
◆ゼミⅠ内で探究課題を作成し、生徒が学校においてグループごとに調査・研究を進め、その内容を事業所の方々に聞いていただ

く準備をします。 

GANTO ゼミⅢ 

【9月 14日(木)13:00～15:00】 

 

調査・研究成果の報告 ～生徒が事業所を訪問して、研究成果を報告します～ 
◆各グループごとに事業所を訪問し、テーマ研究の成果をプレゼンテーションします。その内容について評価をいただきます。 

GANTO ゼミⅣ 

【9月 28日(木)13:10～16:00】 

 

調査・研究成果の発表 ～校内で、成果とこれまでの取り組みを発表します。～ 
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【生徒が探究活動のまとめ、発表を行う際のテンプレート】 
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【生徒が行った探究活動のまとめの例】 
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【探究活動の進め方について説明する際に使用している資料】 

岩見沢東高等学校 総合探究 研究の５つの型と進め方 
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【探究活動のルーブリック】 

   探究活動を行う際は、生徒にルーブリックを示し、探究活動の見通しが持てるようにしています。 

 

大項目 小項目 A B C 

研究 

計画書 

内容 
緻密な研究計画を立て、研究目的や研究

手法も具体的で的を射ている。 

計画書に記述すべき内容が

すべて網羅されている。 

研究計画書に記述すべき内容が不

足しており，不十分である。 

取組状

況 

強い好奇心で取り組み，研究テーマを深

く探究しようとする意識が広がってい

る。 

班員と協働しながら計画書

を作成することができた。 

班員と協働できず，探究する意欲

に欠ける。 

ポス 

ター 

テーマ

と仮説 

研究の目的や仮説が先行研究等を踏まえ

たものとなっており，研究の意義が理解

できる。 

研究目的や仮説が述べられ

ている。 

研究目的や仮説が述べられていな

い。 

研究方

法 

研究方法（アンケートや調査方法）が研

究目的に沿ったものであり，適切なデー

タが十分な量で得られている。 

研究目的におおむね沿った

研究方法が述べられてい

る。 

研究目的を達成する研究方法とし

て不適切，または，十分とは言え

ない。 

成果・分

析 

豊富な資料やデータをもとに優れた分析

がなされている。また，図，表，グラフ

等が分かりやすく作成・配置されてい

る。 

資料，データ，図や表，グ

ラフ等がおおむね適切に作

成されている。 

資料やデータが不足している，ま

たは，図，表，グラフ等が適切に

作成されていない。 

考察・ま

とめ 

研究結果を踏まえた考察が述べられてお

り，今後の研究の展望も示されている。 

研究結果を踏まえた考察が

述べられている。 

考察が述べられていないか，考察

として不適切である。 

取組状

況 

強い好奇心で取り組み，研究テーマを深

く探究しようとする意識が広がってい

る。 

班員と協働しながらポスタ

ーを作成することができ

た。 

班員と協働しながらポスターを作

成することができず，研究テーマ

を探究する意欲に欠ける。 

発表 

説明・態

度 

聴衆を意識した説明である。原稿に頼ら

ず自分の言葉で研究内容を説明し，言葉

遣い，声の大きさ，話す速度は適切であ

り，分かりやすい。 

原稿を見ることもあるが，

言葉遣い，声の大きさ，話

す速度についてはおおむね

適切である。 

終始原稿を見ながら発表し，言葉

遣い，声の大きさ，話す速度が適

切ではない。 

質疑応

答 

質問者の質問に対して，研究した内容に

基づいた適切な応答ができている。 

質問正しく理解している

が，回答には不十分な点も

しく余分な点がある。 

質問内容を把握できないまま応答

しているため，質問と答えとが対

応していない。 

その他 

参考文献 参考文献が正しく表記されているか。 

提出期限 ポスターの提出期限を守っているか。 
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【生徒が探究活動を行う際に、見通しを持てるよう、研究を整理するための計画書のテンプレート】 
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【探究活動のまとめを行えるよう、探究活動の過程を記録するためのテンプレート】 
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【その他】 

   生徒が探究課題を設定する際は、本校が所在する岩見沢市の総合戦略と関連付けるようにしてい

ます。こうすることにより、生徒が自分の暮らす地域にはどのような魅力や課題があり、自分たちの

力で解決できることにはどのようなことがあるのかを、自分事として捉え、探究活動を行うことを期

待しています。また、「GANTO ゼミ」では岩見沢市内の各事業所を訪問するため、地域の社会人と

同じ目線に立って調査研究することができるといった効果も期待されます。 
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【「GANTO ゼミ」ポスターセッションのプログラム】 
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GANTO ゼミの様子 
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10 海外探究研修 

  本校では、実際に現地に赴き、具体的な出来事に触れることで、抽象度の高い課題に実践的に向き合

うことを重視しています。インプットとアウトプットを繰り返すことで、思考力を鍛え、考え続ける基

礎体力を身に付けられるようにしています。また、地域で学んだことを踏まえて道外や国外の大学生等

と交流し、より高いレベルで探究活動を行えるようにしています。その一環として希望生徒を募り、１

学年では台湾に、２学年ではオーストラリアで海外探究研修を行っています。 

(1) 「台湾研修(1 学年)」 

令和５年度 １学年海外探究研修（台湾）について 

１ 日 程  令和６年３月１６日（土）～ １９日(火)  3 泊４日 

２ 参加生徒   １年生 7 名 

３ 引率教員   学年主任 

４ 研修場所   台湾（台北市・新竹市） 

５ 現地校    東呉大学（台北市・私立・語学レベル基礎） 

６ 研修内容   自らが立てた探究テーマにもとづき、現地で調査・研究を行う。 

７ 旅行取扱業者 株式会社 JTB 北海道事業部（担当：織笠 真行氏） 

８ 行程表     
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令和５年度 台湾探究旅行の様子 
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 (2) 「オーストラリア研修(2 学年)」 

令和５年度 ２学年海外探究研修（オーストラリア）について 

 

１ 日 程   令和６年３月１６日（土）～ ２５日(月)  １０日間 

２ 参加生徒  ２年生 ７名 

３ 引率教員  学年主任 

４ 研修場所  オーストラリア（南オーストラリア州アデレード市） 

５ 現地校   グレナンガ インターナショナル ハイスクール（アデレード市内） 

６ 研修内容  自らが立てた探究テーマにもとづき、現地で調査・研究を行う。 

        ＊現地校での昼休み及び放課後、ホームステイ先でのホストファミリーとの交流の間

で実施する。 

７ 旅行取扱業者 株式会社アイ エス エイ 札幌支店 

８ 行程表     

日 付 時 間 旅       程 

3/16（土） 
午後～夜 新千歳空港→成田空港→ケアンズ空港 

           （機内泊） 

3/17(日) 

早朝 

午後 

ケアンズ空港到着 

アデレード空港～現地校～ホストファミリーと対面、帰宅  （ホームステイ①） 

 

3/18(月) 

～22(金) 

午前 

終日 

午後 

ホストファミリーと共に登校 

現地校で授業に参加 

授業終了後、ホストファミリーと共に帰宅   （ホームステイ②～⑥） 

 

3/23(土) 終日 ホストファミリーと休日を過ごす         （ホームステイ⑦） 

 

3/24(日) 早朝 

午前～夜 

ホストファミリーと登校～現地校～アデレード空港→ケアンズ空港 

→成田空港～ホテル                 （ホテル宿泊） 

 

3/25(月) 午前 

午後 

ホテル～成田空港 

→新千歳空港 

 

  

（ＨＰ学校紹介）南オーストラリア州立・共学 7～12 年生（中 1～高３生）アデレード市内のアカデミック校。（同市に

ある複数の大学とも連携）州の認可校として、約 65 ヵ国から留学生を受け入れている。 
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２学年 海外探究研修（オーストラリア）の様子 
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11 One Night Dialogue 高大連携プログラム 

  本校は 2022 年度から、「三菱みらい育成財団」の「高等学校等が学校現場で実施する『心のエンジ 

ンを駆動させるプログラム』」に採択されています。心のエンジンを駆動させるために、本校生徒が本 

来持っている潜在能力（Caipability ケイパビリティ）を掘り起こし、生徒に自信を持たせることをねら 

いとして総合的な探究の時間を軸にした教育プログラムを実践しています。以下はその一例です。 

 

One Night Dialogue 高大連携プログラム 

１ 目 的   

「三菱みらい育成財団」の支援を受けている大学・高校との連携による、高大連携プログラム「One 

Night Dialogue」（関西学院大学ハンズオン・ラーニングセンター主催）に参加することにより、創造

的に思考・表現して課題解決を図っていく力を養う。 

２ 日 時 

  令和６年 2月 2日（金）〜5 日（月） 

３ 場 所 

  大森町内（島根県大田市） 

４ 内 容 

 下記参照 

５ その他 

 ① 生徒は 1学年課題探究の優秀グループで構成する。 

   メンバー １年生５名 

 ② 生徒の費用負担なし 

 ③ 1 学年生徒全員に還元することを目的として、探究活動状況をクラスルームにて公開する。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


